











































 『江沼志』は、図１に示したように、巻 11「村里城東」に 59村、巻 12「村里城西」に
















  黍   コキビ  俗ニ云アハキビ 村里部ニ委 
  蜀黍  キビ   村里部ニ委 




































































































 ヒエもまた 127 村にわたり広く栽培されていたが、１村あたりの品種数は最大で 5、栽
培村落での平均品種数は 2.1に止まっている。一方、タカキビも 129村で確認され、ヒエ 






































































































                                                   
1 白井哲哉『日本近世地誌編纂史研究』思文閣出版、2004年。 























10 前掲注 8 『日本農書全集４』。 
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